
1980年出上の木簡

京
都
。
長
岡
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
沢
ノ
東

・
車
田

２
　
調
査
期
間
　
　
左
京
二
条
二
坊
六
町
　
一
九
八
〇
年
（昭
５５
）
五
月
を
七
月
、

左
京
二
条
二
坊
三
町
　
一
九
八
〇
年

一
一
月
を

一
二
月

３
　
発
据
機
関
　
　
向
日
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
中
　
章

・
石
尾
政
信

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
〇
年
度
に
お
い
て
木
簡
の
出
上
し
た
調
査
は
、
京
内
で
二
箇
所
あ
る
。

一　
左
京
二
条
二
坊
六
町

（左
京
第
五
一
次
）

調
査
地
は
、
左
京
二
条
二
坊
六
町
の
東
端
部
分
に
相
婆
し
、
東
二
坊
坊
間
小

路
に
東
面
し
て
い
る
。
過
去
、
周
辺
で
は
、
第

一
三
次
、
第
二
二
次
の
二
回
の

調
査
が
あ
り
、
六
町
の
中
央
を
西
か
ら
東

へ
流
れ
る
濤
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
か
ら
、

三
二

一
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

今
回
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
六
町
の
中
央
濤
で
あ
る
濤
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
、

東
二
坊
坊
間
小
路
の
西
側
濤
、
及
び
濤
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
に
か
け
ら
れ
た
橋
三
基

で
あ
る
。
木
簡
は
、
幅
二

。
九
を
四
ｍ
、
深
さ
Ｏ

・
五
を
○

・
六
ｍ
の
濤
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
か
ら

一
六
九
点
出
上
し
た
。
濤
の
埋
土
は
上

・
下
三
層
に
わ
か
れ
、

上
層
に
は
、
（延
暦
）
八
年
正
月
十
七
日
の
紀
年
を
も
つ
木
筒
が
あ
り
、
下
層
に

は
、
延
暦
六
年
七
月
三
日
の
紀
年
の
あ
る
木
簡
が
あ
る
。
過
去
の
調
査
で
も
、

濤
の
埋
土
は
上

。
下
二
層
に
わ
か
れ
、
下
層
か
ら
は
、
延
暦
六
年
ま
で
の
木
筒

を
出
土
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
出
上
し
た
遺
物
は
、
土
師
器
、

須
恵
器
、
二
彩
陶
器
、
土
馬
、
墨
書
人
面
上
器
、
瓦
、
各
種
木
器
、
人
形
、
斎

串
、
各
種
金
属
器
、
釦
銭
、
獣
骨
、
種
子
等
で
、
土
師
器
、
須
恵
器
の
食
器
に

は
、
「
大
膳
」
「
秦
」
「
伊
与
」
「
左
士
」
「
外
記
」
「官
」
「
所
」
「
進
」

「
厨
」

等

の
墨
書
が
み
ら
れ
る
。

一
一　
左
京
二
条
二
坊
三
町

（立
会
調
査
第
八
〇
一
八
次
）

調
査
地
は
、
左
京
二
条
二
坊
三
町
の
南
東
部
に
位
置
し
、
三

・
四
町
町
境
小

路
と
、
三

・
六
町
町
境
小
路
の
交
差
点
に
あ
た
る
。
調
査
は
、
当
初
下
水
道
管

の
敷
設
工
事
に
対
す
る
立
会
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
工
事
地
点
が
偶

然
、
三

・
四
町
町
境
小
路
の
北
側
濤
と
、
三

・
六
町
町
境
小
路
の
東
西
両
側
濤

に
あ
た
り
、
大
量
の
遺
物
を
出
上
し
た
た
め
、
急
捉
工
事
を
中
止
し
、
幅
○

・

七
ｍ
、
長
さ

一
〇
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
発
掘
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
前
述
の
三
本
の
条
坊
側
濤

で
あ
る
。
し
か

し
、
調
査
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
遺
構
の
規
模
等
は
不
明
で
あ
る
。
出

土
し
た
遺
物
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
墨
書
人
面
土
器
、
瓦
、
各
種
木
器
、
人

形
、　
各
種
金
属
器
、　
獣
骨
、　
種
子
、　
碁
石
等
で
、　
墨
書
土
器
に
は
、

「寮
」

「
東
」
「秦
」
「
大
」
「
厨
」
等
が
あ
る
。
木
簡
は
、
三

・
六
町
町
境
小
路
東
側
濤

か
ら

一
五
四
点
、
西
側
濤
か
ら
三
点
、
三

・
四
町
町
境
小
路
北
側
濤
か
ら
約

一



八
〇
点
出
上
し
た
。
今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
三

・
四
町
町
境
小
路
北
側
濤
の

遺
物
が
、
ま
だ
完
全
に
整
理
で
き
て
い
な
い
の
で
、
三

・
六
町
町
境
小
路
両
側

濤
の
も
の
に
限
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
二
条
二
坊
六
町

（左
京
第
五
一
次
）

〔解
申
己

硼
Ｌ
造
東
大
宮
所

□
□
　
日
日
□

〔付
近
衡
己

０
「

八
年
正
月
十
七
日
□
□
□
ｘ（中

∞Φ
）
Ｘ
（ＰＯ
）
×
り

η

ｏ
「

□
□

牛
鹿
土
万
呂

漢
人
池
守
　
　
　
　
吻
砲
子
ｘ

□
□
小
床
烈
□
□
国
〔辟

Ⅳ
Ｈ
日
　
　
　
　
鳥
万
呂
　
　
□

ロ

マ
種
万
昌
　
　
日
□

□

　

」

０
「

〔小
力
〕

□
□
　
　
　
　
　
　
□
長
谷
□
□
　
　
口
Ш

日
日
日
日
□
Ｘ

大
□
□
　
□
□
□
□
　
□
廻
錮
　
　
　
□
□
呂
　
日回
　
」

〔△
申
人
（ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
〔

(5)    (4)    (3)    (2)

g昌 目 目

×
□
遣
採
桔
但
馬
國
六
十
二
番
夫
汁

一
人
醐
翠
弩
Ｗ
ｅ
ｘ
ト

夫
三
人
　
吉
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（騒
）巡
算
ヽ

澪
田
涸
部
暗
騨
嶽
鰈
総
叶
却
文

又
似
妹
文
　
　
　
　
　
　
　
（Ｎ占
）×
躍
ｘ
Ｐ

耐

に

印

軌

鋏

卜

枝

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞
⇔
）
×
（∞ｏ
）
×
伽

〇
∞
μ

。

。
「
＜

山

桃

院

□

屋

□

』
岬

殖

蛸

勲

弾

。
「
＜

〔相
と

棉
□回

〔所

料
と

□
　
ｘ
□
下
□
□
□

〔収
也

団

「□
所
　
□
ｘ

〔初

位
営

真
と

　

〔川
と

硼
　
×
□
□
上
□
…
□
豊
□

や
６
０
×
卜
ｏ
×
∞
　
ｏ
μ
μ

（
６
］
）
×
（
μ
ω
）
×
騨
　
ｏ
∞
ド

（
⇔
ド
）
×
（
μ
『
）
×
卜
　
ｏ
μ
Φ

（
い
ヽ
十
卜
∞
）
×
（
ｏ
）
×
”
　
ｏ
∞
ド

隻

長
押
雨
重
五
十
六
隻
」
　

側

「丈
部
縄
万
呂
替
ご
　
　
　
⇔∞×
μ⇔巡

ｏＦ

□
二
相
在
釘
十

×
三
月
五
日
石
作
五
百
千

含
驚
十
岸ふ
）
×
絣
×
い

団

×
□
大
豆
」
　
　
　
　
　
（ё
溢
軍
∞
昌

日

「西
三
条
五
給
丸
マ
咋
万
呂

β
Ｊ
温
聟
φ
冨

駕 ヒ



1980年出上の木簡

l161    1151    t41

「小
縄
牛
勝
」

「＜
之
個
卓貝
」

「＜
十
全
ユ
」〔首

也

□
酎
□
□
ｘ

延
麿
六
年
七
月
三
日
□
准

「戸
主
出
雲
嶋
万
呂
米
〔酢
足
＜
」

「延
暦
八
年
十
月
十
八
日
＜

」

「＜
阿
波
国
名
方
郡
加
毛
郷
庸
米
五
斗
＜
」

「＜
阿
波
国
名
方
郡
賀
茂
郷
庸
ｘ

「＜〔醗
郎
郷
海
調
一酎
郎
□
□
」

〔六

年
と

〔月
と

「＜
□
□
四
□
　
□
　
　
　
　
」

「備
中
国
浅
日
郡
川
村
□
ｘ

「□
□
□
□
□
□
×

「高
鳴
郡
糊
置
穴
太
」

Ｌ
秋
万
呂
　
　
　
　
」

囲
名
宮
守
暴
小
田
伎
　
　
　
　
　
」

名
柏
原
暴
小

『
田
井
女
糎

一
石
皆

〔郡

錦

服

郷
ヨ

四
。
ｘ
□
□
□
□
□

ｘ

〔暦
ヵ
〕

・

延
□
×

〔解
と

醐

「謹
□
□
□
×

囲
　
□
□
子
孫

硼

×
□
應
應
應
應
雁
應
ｘ

〔道
道
己

側
。
ｘ
□
□
道
道
道
道
ｘ

。
□
　
□
　
□
□

〔合
己
？
　
　
マ
）

醐
　

□

〈
□

Λ
ズ

田

側　
即̈
即
理

〔邊

邊
と

団

「□
□
□
□
」

嗣
　
　
　
　
　
　
□

ｘ
聴
臨

『
馬
』
縣
尊
若

μ
∞
∞
×

］
ｏ
×

卜

　

ｏ
い
μ

『
ｏ
×

騨
∞
×

卜
　

ｏ
∞
］

∞
『
×

μ
ω
×

∞
　

ｏ
∞
］

（
Φ
∞
）
×
（
『
）
×
〕
　
ｏ
∞
ド

ド
岸
的
×

騨
『
×
６
　

ｏ
∞
ω

卜
『
⇔
×

や
卜
×

∞
　

⇔
ω
ド

（
ド
ト
『
）
×

］
］
×

∞
　

ｏ
∞
Φ

岸
∞
『
×

囀
ミ
×

い
　

ｏ
∞
∞

６
ｅ

×
‘

×
卜
　
ｏ
む

牌
∞
ω
×

や
Ｐ
Ｘ

卜
　

⇔
い
μ

μ
ω
∞
×

〕
ｏ
×

枷
　

ｏ
伽
μ

（
∞
卜
）
×
（
μ
ω
）
×
ф
　
ｏ
∞
ド

（
μ
騨
⇔
）
×
（
］
〇
）
×
∞
　
ｏ
μ
ｏ

（
ヽ
Φ
）
×
（
岸
∞
）
×
∞
　
ｏ
∞
μ

Ｏ
Φ
μ

（
μ
Ｏ
卜
）
×
（
Ｐ
卜
）
×
ω
　
ｏ
∞
μ

会
濱
）
×
（
ω
）
×
（
∞
）
　
ｏ
∞
岸

（
∞
⇔
）
×
（
Φ
）
×
ド
　
ｏ
∞
Ｐ

⇔
∞
×
ド
∞
×
ｏ
　
ｏ
ド
Φ

３

ド



紀
年
の
あ
る
木
簡
は
四
点
あ
り
、
延
暦
八
年
十
月
二
十
八
日
明
が
最
も
新
し

く
、
延
暦
六
年
七
月
三
日
側
が
最
も
古
い
。

内
容
的
に
は
、
第

一
三
次
調
査
で
大
量
に
み
ら
れ
た
地
子
に
関
す
る
木
簡
が

一
点
も
な
く
、
か
わ
っ
て
、
第

一
三

・
三
二
次
調
査
で

一
部
み
ら
れ
た
造
営
関

係
の
木
筒

（田
１
団
・
０
）
の
多
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
「造
東
大
官
所
」
硼
と

は
東
大
官
造
営
の
た
め
の
臨
時
の
役
所
で
あ
る
。

『
続
紀
』

廷
暦
八
年
二
月
二

十
七
日
条
に
は
「移
自
西
宮
。
始
御
東
官
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
長
岡
宮
内
裏
遷
移

の
唯

一
の
文
献
史
料
で
あ
っ
た
が
、
①
は
こ
れ
に
次
ぐ
史
料
と
な
っ
た
。
「
山

桃
院
」
０
は
、
『続
紀
』
宝
亀
三
年
十
二
月
二
十
三
日
条
を
初
見
と
す
る
楊
梅
官

と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
、
山
桃
院
の
一
部
が
解
体
さ
れ
た
時
の
古
材

や
付
属
金
兵
に
付
し
た
送
り
状
と
考
え
ら
れ
る
。
口
。
四
は
、
同

一
郷
か
ら
の

庸
米
の
貢
進
付
札
で
あ
る
。
第
二
二
次
調
査
で
も
、
同
郡

（名
方
郡
井
上
）
か
ら

の
庸
米
の
貢
進
付
札
が
あ
る
。
卿
は
、
調
の
貢
進
物
付
札
で
、
木
津
郷
は
、
近

江
国
高
嶋
郡
、
若
狭
国
遠
敷
郡
、
丹
後
国
竹
野
郡
に
み
ら
れ
る
。
海
調
と
い
う

表
記
内
容
か
ら
し
て
、
若
狭
国
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
木
簡
の
出
土
状
況
か
ら
み
た
特
徴
は
、
下
層
か
ら
の
出
土
数
が
多

く
、
特
に
削
届
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。

一
一　
左
京
二
条
二
坊
三
町

（立
会
調
査
第
八
〇
一
八
次
）

硼

Ｌ

八
月
四
日
二
人
又
二
人
　
又
二
人

Ｌ
又
十

一
文
　
　
合
百
八
十
九
文
　
□
百
十
×
含
じ
ヽ
ｈ

Φ８

十
二
年
十
月
十
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鷺
Ｘ
ｅ
滋

〔植
力
〕
　

　

〔人
ヵ
〕

「＜
讃
岐
国
山
田
郡
□
田
郷
舎
□
×

「＜
延
暦
十

一
年
八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
（ξ
Ｉ
Ｐ露
∞

雲
一谷
己

　
　
〔上
己

「讃
岐
国
山
田
郡
□
□
郷
□
□
□
□
□
□
」

「延
暦
十

一
年
九
月

一
日
　
　
　
　
　
　
」
　

騨『鷲
ｅ
温

夏
官
所
郷
佐
伯
吉
日
――
□
白
米
五
斗
」
　

　

（霞
）恙
聟
ω

「香
川
郡
尺
田
秦
山
道
白
米
五
斗
＜
」
　
　
　
ド、露
盆
）溢

〔何

部
と

「＜
三
井
郷
伊
□
□
道
足
白
米
伍
斗
＜
」
　

　

岸∞死
ｅ
Ｗ
］

〔米
と

「＜
池
田
□
□
川
主
白
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
夭
じ
巡

「＜
伊
与
国
越
智
郡
橘
子
地
子
白
米
伍
斗
＜
」
　

］卜〕巡
＝恙

「＜
伊
与
国
越
智
郡
旦
倉
村
秦
足
国
戸
白
米
伍
斗
＜
」

μ
『
ｏ
×
岸
∞
×
ト

〔倉
こ

「伊
与
国
和
気
郡
□
…
□
田
笠
万
呂
」
　
　

（ω雫
じ
溢
露
∞

〔伊

与
ヨ

⑫
Ｌ
□
□
国
□
□
□
□
□

口

□

（Φ卜）
×
（り）
×
い
　
ｏ∞
μ



1980年出上の木簡

的

「美
作
国
勝
田
郡
賀
茂
郷
〔醜

将
五
斗
」

側

「＜
美
作
国
勝
田
郡
賀
茂
郷
□
ｘ

嗣

「美
作
国
…
賀
茂

ｘ

側
名
＜
英
多
郡
栗
井
郷
五
斗

≒
＜
九
年

側
　
ｘ
作
国
古

ｘ

〔郡
と

団
　
×
□
綾
部
□
ｘ

⑩

「＜
長
門
国
豊
浦
□
□
　
　
　
日
日
日
回

例
Ｌ
＜
長
門
国
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×
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延
暦
八
年
十

一
月
十
七
日
側
か
ら
延
暦
十
二
年
十
月
十
日
図
に
至
る
七
点
の

紀
年
の
あ
る
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
。
特
に
囲
は
、
長
岡
京
出
土
木
簡
の
中
で

最
も
新
し
い
紀
年
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

内
容
的
に
は
、
白
米
、
地
子
米
の
貢
進
物
付
札
が
十
五
点
と
圧
倒
的
に
多
い

こ
と
、
山
陽
道
、
南
海
道
か
ら
の
貢
進
物
付
札
が
、
二
十
点
あ
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る

（地
子
関
係
木
簡
を
大
量
に
出
上
し
た
第
一
三
次
調
査
地
は
、
本
調
査
地
に
東

接
す
る
）。

讃
岐
国
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
団
―
□
の
六
点
あ
る
。
口
・
側
は
国

・
郡

。

郷

。
人
宅

。
年
号
を
記
す
。
０
は
郡

・
郷

。
人
名
を
記
し
、
米
を
貢
進
す
る
。

団
・
０
。
□
は
郷

。
人
名
を
記
し
、
白
米
を
貢
進
す
る
。
伊
与
国
は
四
点
あ
り
、

全
て
国
か
ら
書
き
は
じ
め
、
倒
・
山
が
自
米
の
貢
進
札
で
あ
る
。
美
作
国
は

田
１
硼
の
六
点
あ
る
。
側
・
団
は
同

一
郷
で
あ
る
。
長
関
国
は
側
―
明
の
四
点
あ

り
、
囲
。
例
の
二
点
が
地
子
米
の
貢
進
物
付
札
で
あ
る
。
越
前
国
と
考
え
ら
れ

る
も
の
は
囲
１
硼
の
六
点
あ
り

（囲
は
習
書
）、
０１
型
式
硼
・
閣
・
囲
と
０５
型
式

閉
・
閉
。
囲
に
限
ら
れ
る
。
特
に
闘
・
囲
は
圭
頭
に
つ
く
り
、
越
前
国
の
付
札
に

特
徴
的
な
形
態
で
あ
る
。　
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